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[はじめに]有機化学分野の論文投稿・審査過程では，(1)「化学構造式を ChemDraw (あるいは ISISDraw)な
どで描画し，MD-Wordで作成した本文に組み込み，そのまま投稿原稿とする」という形態が事実上の標準
となっていた．この形態では，一民間企業の都合で突然に文書フォーマットが改変されて，もとのバージョ
ンに基づく原稿がうまく使えないなどの事態が起こりがちである．
最近の状況をみると，PDF (Portable Document Format)が普及したことによって，MS-Word依存の (1)に

よる一極集中の事態が変わってきたのがわかる．いろいろなシステムを使って PDFファイルを作成できる
ようになったので，PDFを共通のフォーマットとするという道が開けてきた．PDFファイルを作成できる
ならば，どのソフトを使ってもよいので，論文を作成する場合の選択肢がひろがる．このように，PDF投
稿の優位性がはっきりしてきたので，化学分野でも，投稿原稿を PDFで受け付ける学術誌が多数を占める
ようになりつつある (現に，本討論会も PDF投稿で，MS-Wordの原稿は受け付けないことになっている)．
演者は，数理有機立体化学を研究対象にしているので，数式と化学構造式を同時に使わなければならな

い．そのため，原稿作成では，(2)数式を取り扱う上で定評のある TEX/LATEX 2εを使っており，これに自作
の化学構造式描画システム　

キュムテック

XΥMTEX　を組み合わせている．この方法でも，PDFを容易に作成できる．演者の
ように「数式も化学構造式も」というニーズをもっている場合には，有効な方法である．
本発表では，最近公開した XΥMTEX4.04の機能を紹介したあと，XΥMTEXにより描画した化学構造式を

TEX/LATEX 文書に取り込む方法を述べる．さらに，XΥMTEX による構造式を含んだ論文のオンライン投稿
(Elsevierや Springerが採用している Editorial Manager，アメリカ化学会やWileyが採用しているManuscript
Central)をおこなうためのワークフローを示す．完全なオンライン投稿でなく，PDF原稿へ変換してから投
稿する方式 (セミオンライン投稿)についてもふれる．
[XΥMTEX4.04] XΥMTEXは 1993年にバージョン 1.00を公開し [1]，数回のバージョンアップ [2]，マークアッ
プ言語への展開 [3]，インターネットへの展開 [4]ののち，バージョン 4.00で PostScript対応 [5]にして，印
刷出版に耐える品質になった [6]．LATEX 2εの標準的な教科書 [7]でも引用されるなど，着実に普及している．
今回のバージョンアップでは，ステロイドの描画命令を拡充した [8]．たとえば，次の 1行目に示した命令
を指定するだけで，下の構造式が描画できる．
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cholestrol (22E)-cholesta-5,22,25-trien-3β-ol

TEX/LATEX 2ε—XΥMTEXの組み合わせのメリットは，上記のような XΥMTEXによる構造式描画に加えて，
TEX/LATEX 2εの機能により，下記のような複雑な数式を出力することができることである．
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[TEX/LATEX 2εによる論文投稿] TEX/LATEX 2εの原稿を受け付けている論文誌の投稿形態は，大きく分けて，
セミオンライン投稿とオンライン投稿にわかれる (従来の郵送による投稿は本発表では省略する)．



セミオンライン投稿 オンライン投稿した PDFで審査をおこなう．採用後に改訂原稿の PDFファイルとと
もに，それに用いたテキストファイル (texファイル)と図の EPS (Encapsulated PostScript)ファイルを
送付．筆者の経験では，Bull. Chem. Soc. Jpn.など，本邦の化学系論文誌の多くはこの方式を採用．

オンライン投稿 投稿は，texファイルと図の EPSファイルをオンラインで送付．先方のシステムで PDFファ
イルを自動生成．生成した PDFを著者がチェックして投稿終了．審査は，自動発生した PDFファイル
でおこなう．採用後は，改訂 texファイルと EPSファイルを同様に送付して，オンラインで PDFファ
イルを発生させる．Elsevierや Springerから発刊されている論文誌は，Editorial Managerに基づいた
オンラインシステムを採用している．また，アメリカ化学会やWileyは，Manuscript Centralに基づい
たオンラインシステムを採用している．

[XΥMTEXによる構造式の EPS変換]セミオンライン投稿にせよオンライン投稿にせよ，採用後は EPSファ
イルによる図が要求される．XΥMTEXによる構造式を含む図を単独ページに出力するようにすれば，dvipsk
(フリーソフト)により，EPSファイルに変換することが可能である．作成した EPSファイルは，Yinclude
命令により，texファイルに取り込むことが可能である．
[TEX/LATEX 2ε—XΥMTEXによる (セミ)オンライン投稿]図 1に，TEX/LATEX 2ε—XΥMTEXによるセミオンラ
イン投稿 (S)とオンライン投稿 (O)のワークフローを示す．審査用投稿には，四角の枠で囲んだもの ( O と
S )，改訂稿投稿には，丸で囲んだもの ( O©と S©)をそれぞれ送付する．
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図 1: XΥMTEXによる構造式を含んだ論文のオンライン投稿．ちなみに，本予稿原稿は，セミオンラインの
流れ (審査用投稿)で作成したものである．

現在のところ，*を付けたファイルを作る過程 ( �� )は手仕事として残っている．今後は専用のソフトを
開発して，図 1のワークフロー全体をシステム化したいと考えている．
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